
7

淡路島の甲虫相＊
高橋壽郎】

(､{,l'｡u1,1!,rafau',aofAwajils..HyogoPrefEcture
ToshioTakahashi
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はじめに

淡路昆虫研究会創立ll)周年に機関誌..PARXASSII?S…もNo.16を創立10周年記念号と

して出版された(197(1).筆者はその時”淡路島の甲虫相”を発表して頂いた(p.3-9).

その後筆者自身も何回か淡路島を訪れ調査採集をやり淡路島新記録の甲虫を得たりした．

また淡路島在住の方々 による淡路島からの甲虫の記録もかなり多くある．そこで今回ふた

たび現時点での淡路島の甲虫相をここにまとめて見ることにした．多くの淡路島産甲虫に

ついての文献からはできるだけその記録を取り入れるようにした．それらの文献について

は此処での発表を省略させていただき筆者が別途発表している次のものを参照いただきた

い（兵庫県産甲虫類に関する文献目録,1975.同改訂版,1981.同追加篇I,1984.同追
加篇II,1!)!)3－全部でl.K30篇を収録).

なにぷんにも筆者の浅学，不勉強により同定の誤りその他があるかも知れない．それら

についてご教示，ご指導いただければ幸いである．

筆者が採集した標本は原則として県立”人と自然の博物館”に保管されている．

末筆にあたり本文発表の機会を与えて下さった登日邦明氏に厚く御礼申し上げる．
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淡路島の甲虫類

淡路島に産する甲虫類で現在記録されている科別の種類数と現時点で同島にのみ産する

と考えられる種名（兵庫県下で他に記録の無い種）を記し，注目すぺき種に若干の解説を

試みた（種数の括弧内の数は兵庫県産の種類数．番号は便宜的につけたものである）（淡

路島産甲虫類の目録はもちろん作成してあるがあまりに長文になるので此処での発表を省

略したことを御了承頂きたい）．

l.Family(､upedoidaeナガヒラタムシ科1種(2)
前回の報文では記録がなかった．現存するコウチユウ目のうちでも起源がもっと

も古く，古生代二畳紀下部（約2億年前）に遡るものといわれている．今回1種淡
路島にもいることが記録された（堀田,1978).

2．Famil,･Rhvsodidaeセスジムシ科1種(2)

こら科のものは前報以後新しい追加種は見られない．
3.Famil,『Paussidaeヒゲプトオサムシ科1種(1)

4.Famil)･('ifill(lelidaeハンミヨウ科3種(10)
ヨドシロヘリハンミョウの産が前報以後も確認できていない（沼島産はシロヘリ

ハンミョウではないのかという考え方もある）．

*：兵即鼎昆虫資料・』H月
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5.FamilyCarabidaeオサムシ科64種(30.l)
前回の報告からすれば倍近くに増えている．前報文でアキオサムシとして先山産

のヒメオサムシを紹介したが1993年に淡路島に産するものはアワジヒメメオサム

シCam伽sノapomrusau,αﾉ,[7IszslIIlura.I)(ji''';'@"1111y'',､;!､､;'.l!ll':{として記載さ
れた．Holotype,Parat>･pPs全部洲本市先山産である．筆者も先山で冬期採集で掘
り出したことがある．先山での個体数はそれほど少ないとも思われない．今のとこ

ろこの亜種は先山産が知られているだけのようである．淡路島には他にオオオサム

シ，ヤコンオサムシも産する．このアワジヒメオサムシが先山にだけいる種なのか
どうかもう少々調べる必要がありそうである．

オオヒョウタンゴミムシ.号．｢α'."〔､，"/(,I/"､()li,1,･r｣7(13.前報文で説明したよう

に兵庫県の瀬戸内側海岸線沿いでの分布が絶望的な現在淡路島での櫻息が大いに期
待される所であるが最近出版された”淡路島版レヅド・データ・ブック第1集”に

よると南淡町での棲息もかなり心配な状況にあるようだ．

オノコロメクラチピゴミムシri､f(血α"αｲﾉ"《,A(,′(,§I《.･ll".l!jhi;;・上野俊一博士に

よって淡路島南部産で新種記載されたゴミムシである．タイプの産地は:､》u》ilgawa

Valley(洲本市鮎屋川),Xariaigawal.all(｡y(三原町成相川）でもちろん淡路島特
産種である．

カギモンミズギワゴミムシBf7"61d20〃〃･ﾉﾉﾙ‘〃ん,〃/"IKir,､(･ll!･llll(,il,r.l9ti4．前
川和昭氏が安乎産lex.をBr"↓6ld",〃ノノo"ﾉﾉ"Nelolitzいの学名で記録しておられ

る(1983)"日本産昆虫総目録l.1989''によると前記学名になっている．今のとこ
ろ兵庫県下での記録はこれがあるのみである．

ヤシロホソヒラタゴミムシnf"ﾙ,｡〃".5r･ll"J(J′ル11)ll.l!I(ilが三原郡諭鶴羽山か
らある（久松,1973.Habu,1978).今の所県下からはこの産地が知られているだ
けである．

6.FamilyBrachinidaeホソクピゴミムシ科2種(16)
今回新たに2種の記録が見られた．ともに兵庫県下に広く分布している種である．

7.FamilyHaliplidaeコガシラミズムシ科2種(6)
1種増えている．

8.FamilyDytiscidaeケンゴロウ科10種(40)
前報より6種増えている．特に問題になる種は前報のスジゲンゴロウ以外無い．

9．FamilyGyrinidaeミズスマシ科3種(7)

10.FamilyHydrophidaeカムシ科8種(36)
前報より6種増えた．特に問題になる種はない．

ll.FamilyHisteridaeエンマムシ科7種(43)

12．FamilyPtiliidaeムクゲキノコムシ科2種(2)
前報と変化はないが前回エビチャハバネムシの和名で紹介したものエビチャムク

ゲキノコに変える．

13.FamilyLeiodidaeタマキノコムシ科2種(17)
変わらない．但し前報で常隆寺山で採集したlex.をヒトツメタマキノコムシ

Liodop"sm(zc""co"'sNakaneとしたものはツヤマルタマキノコムシA9at"dium

”〃αe""tumPortevin,1908と同定すべきで此処に変更しておく．この種は県下
に広く分布している．

14.FamilySilphidaeシデムシ科8種(17)
前報には記録がなかった．8種あるがどれも普通に見られるものである．

15．FamilyStaphylinidaPハネカクシ科l4種(290)
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前報とほぼ同じようなことで調査不充分の科である．

ﾄ;ll,lil,･1'烏《'lf'l)lli(la(､アリヅカムシ科4種(27)

l･.f,l,,il)･R{･al)l,i(lii(la(,デオキノコムシ科1種(28)
Falllil,･L''(･a',i(la(･クワガタムシ科8種(17)

前報より1種増えた．増えた1種はマメクワガタFi9ulusP'mctatusWater-
llo'l烏い.lK73である．この種は台湾から琉球列島，九州，対馬，四国の太平洋岸，本
州では紀伊半島，伊豆諸島などに分布する種であり兵庫県下では沼島と家島の2カ
所が知られている．沼島に定着しているのか流木などによって運ばれたものかもう
少し調べないとわからない．

l･､amilv(;f,oir''l)ida《､センチコガネ科1種(3)四

Fal,,il,･S(､al･aba《･i(lat､コガネムシ科56種(151)

種類としてはl()種ほど増えたが特に問題になる種はいないように思われる．前
回ハラケビロウドコガネ.1.//)/)('"osEJ､j(､ql)u6"EかIsNomura,1976と報告したもの
交尾器を詳しく調べて見た所.1.lp/)0"osf〃(､(IsJ""IIs(Lewis,1895)カバイロビロウ
ドコガネとすべきではないかと考えているが，材料が充分にないので今ひとつ自信
がない．吹上浜にシロスジコガネPo伽加"ααﾙoImeam(Motschulsky,1861)を
多く産すると報告されていたが，現在どのような状況なのか最近の情報を知らない．
兵庫県全般であまり採集されていない種のようである．

Famil,･Ptilo(la(･n･lidaeナガハナノミ科1種(7)
や

FalllilyP篇《､I)llt､llidaf､ヒラタドロムシ科1種(7)
FalllilyBuprPstidaPタマムシ科12種(81)
I､alllil,･Ela(Pridaf,コメツキムシ科l6種(136)

C

FamilVTroscidaeヒゲプトコメツキ科1種(3)
や

FalllilvEllcnemidaeコメツキダマシ科1種(15)
‐

FamilVOmetheidaeホタルモドキ科1種(2)
＝

Familv(1alltharidaeジヨウカイボン科9種(40)
シ

FalllilvLVぐidaPベニポタル科1種(36)
＝ ‐

Famil,･DPrmelidaeカツオプシムシ科3種(16)
シ

Falllil,･Al,ol)iidaeシバンムシ科3種(18)
し

前報と変わりはない．前報で述べたようにセスジタワラシバンムシHoIcO6ius
ﾉa"o"lcus(Pic､1903),ツガタケミゾキノコシパンムシMizO(Io7℃qtommpinicola
(N・Hayashi,l951)の2種はその後も兵庫県下での記録は見られず，淡路島（先山，
三熊山）からのみ知られている種である．

FamilyPtinidaeヒヨウホンムシ科2種(4)
FamilyTrogostidaeコクヌスト科1種(5)
FamilyMelyridaeジヨウカイモドキ科2種(12)
何れも新たに記録されたものであるが，ごく普通に産するものばかりである．

FamilyNitidulidaeケシキスイ科14種(87)
2種増える．淡路島からのみ記録されている種はウスチヤデオキスイC(wY)ophiんs

か“"α"JDobsoll,l956(三原郡福良）のみとなった．

Fall'ily(]ybocephalidaeタマキスイ科1種(1)
Famll,･Phalacridaeヒメハナムシ科1種(13)

寺

FamilyCu刈idaeヒラタムシ科1種(14)

企
Ｕ
－
１
×
》

１
１
１

l9

2(）

21

22

23

2.'l

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

(3)

星



1

1
1

I

｜

|’

’

！

1

｜

’

39.FamilySilvanidaeホソヒラタムシ科5種(1)

40.FamilyCryptophagidaeキスイムシ科3種(16)

41.FamilyHelotidaeオオキスイムシ科1種(2)

42.FamlyBiphyllidaeムクゲキスイムシ科1種(8)

43.ramlyLanguriidaeコメツキモドキ科1種(9)
44.FamlyErotylidaeオオキノコムシ科1種(31)

45.FamilyCorylophidaeミジンムシ科2種(7)
以上何れも前報以後追加種を知らない．

46.FamilyEndomychidaeテントウダマシ科4種(9)
前報より2種増えたがいずれも一般的に知られている2種とやや個体数が少ない

種と考えられるクリバネツヤテントウダマシl,y(･0pfJ､d,"“ダ‘,'ﾙ(""/{I_(.､､･iR.1874)
淡路島以外県下では神戸市の産が知られている位である．また久松博士が福良から
記録されているGeoE"domycAI'ssp.も注目しなくてはいけない．

47.FamilyCoccinellidaeテントウムシ科18種(73)
2種増えたが特に珍しいものではない．前回述べたようにムモンヒメテント

ウⅣephusAompirdsα"us(H.Kamiya､1961)は県下では淡路島だけの産が知ら
れている種であるが，今ひとつのオニヒメテントウ‘弓rりﾉ"〃"、ｲﾉﾉ"〃(1.,ノ9/j/(I"〃s
H.Kamya.1961の方は神戸市内でも最近採集できている．

48.FamilyDiscolomidaeミジンムシダマシ科1種(2)

49.FamilyLathridiidaeヒメマキムシ科5種(13)
ウスケシマキムシ(voｧ"ca"aﾉα"｡"‘raReitt‘響r,1877福良（久松,197;I)は県下

からはこの記録があるだけ．

MeIα"op加加Imadis""9ue"du(['on'olli)も福良（久松,1973)から記録がある
が，こちらは県下では宍粟郡音水からの記録がある．

50.FamilyMycetophagidaeコキノコムシ科1種(3)
51.FamlyCisidaeツツキノコムシ科1種(13)
52.Family'Ibnebrionidaeゴミムシダマシ科25種(93)

大きく増加している．主として海岸線沿いの砂地などにいる種が増加した．前報
で原記載以後阿万西町での記録しか知らないとしておいたニセハマヒヨウタンゴミ
ムシ〃isiauest"(IMarseul,1876はその後明石市林崎でも採集できた．
ホソハマベゴミムシダマシ〃icropedmusαI9(zELewis,1894原記載のKobP以後

産地が知られていなかったが，慶野松原で筆者は採集した．
セスジユミアシゴミムシダマシPmmej伽SSmα”f〃"jS(LewiS,1894)やや中

型のゴミムシダマシで本州,九州に分布している種である．煙島で採集されている
が（登日，1982）県下での記録はこれのみである．

53.FanulyLagriidaeハムシダマシ科4種(8)
54.FamlyAlleculidaeクチキムシ科2種(16)

55.FamlyProstomidaeデパヒラタムシ科1種(1)
デパヒラタムシProstomisI(zto"sReitter,1889が先山から記録されている（堀

田，1978）今のところ県下での記録はこれがあるだけである．

56.FamlySalpingidaeチピキカワムシ科1種(6)

57.FamilyMelanodryidaeナガクチキムシ科1種(47)

58.FamilyMordellidaeハナノミ科3種(52)
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F;,l,,lljl{l,il,il,l,(,,･i!lfi(オオハナノミ科1種(4)
l･細l,,ll､11(･l,,i{l;,,ツチハンミョウ科3種(6)

ヒヲズケンセイ（ﾊ､"‘”‘‘/)h('/('/rs(Oli,･ier.1795)が洲本市金屋から記録されて
いる（登日,l!)×'1)．この種は南方系種で本州からは和歌山県（紀伊半島),兵庫
県の産地が知られているだけである．兵庫県からはこの洲本市以外に神戸市北区藍

那，明石市明石城内，三木市（分布の北限）で記録がある．

l･.fill,ll、()!｡l,1,,,･l･1(la!.カミキリモドキ科4種(21)

フダイロカミキリモドキOf(/""ro,,i(Isfr,,I(zrIs(11arseul.1876)が洲本市由良
町から記録されている（堀田,1978).本種も南方系種で兵庫県下からは他に家島
の記録がある（畑中，辻,1()74).

l､all,il,:lllllll(･i(I;1!､アリモドキ科4種(28)

Fall,il,』1(I(･ri!l;'(･ニセクビポソムシ科1種(6)

FFIII,il,･(.《､rallll'､｡(､i,lfl《､カミキリムシ科93種(290)

大きく増えてi,る．キイロミヤマカミキリ〃叩/esjill"dus(Pascoe,1858)が
洲本市先山から記録されている（金田,1978)．南方系の種であり兵庫県下では神
戸市御影（関,l!)川と北区藍那で記録並びに採集されているだけである．前報で
説明したトゲヒケトビイロカミキリ，チヤイロヒメカミキリはその後の進展がない．

ツチイロフトヒゲカミキリDoI《,phmdsifI､Ir""sBates.1884が諭鶴羽山，洲本市
先山から記録されている（田村，田村,1988).クロオビトゲムネカミキリScjades
/hs"""､(llalsusl'ita.ll)･13)は分布地に淡路島が出ている（日本産カミキリ大図
鑑，「ﾙ504､l984)具体的な産地がわからない．県下では城崎郡香住（高橋,1976)
というのがある．

ヒメナガヒメルリカミキリPr(Iohar"河"！"“､1884が洲本市先山から記録されて
いる（金田,1980).県下での記録はこれのみと考えられる．

Fanlil,'<､hrvs()lll《､li(laFハムシ科lOl種(295)

ハムシ科{ま淡路島では割合と良く調べられているグﾙー プのようである.次の種
は淡路島以外での産地はあるがいずれにしてもあまり産地の知られていない種であ
る．トゲアシクビポソハムシLf"l(I(､oro"α/aBaly.1873．ムラサキアシナガトビハ

ムシLo"“α,…6o'"!"!colusOl,,,o,1868(本種のパラタイプに鮎屋産がある)．
コミヤアシナガトビハムシLo"〃αI浩砿ル0"W(MOhno,1968．ハツカアシナガト
ピハムシ“"“αﾉ･SIIS〃ｲﾉﾉ〃｡"F"sIs(1siki,1938・ウスグロヒケナガカミナリハムシ
O9I｡""jαβα(,"o""s(Baly,1874)．前報で兵庫県下で淡路島のみの種として報告し
たヘリグロタマノミハムシ,b'"h(zemde7､maohA"6ojChUjo,1940．シリダコグミトビ
ハムシZI"α"9"JI(I/u6EJ､os(zOhno,1964の2種に加えて筆者が松帆の浦で採集した
スイバトビハムシ〃α励加r､ar/at'o死α"Heikert,inger,1921も今の所県下では淡路島
以外に知られていない．

FamilvAnthl･ibidaeヒゲナガゾウムシ科1種(44)

FamilyAttPlabidaeオトシプミ科10種(55)

FamilyApionidaeホソクチゾウムシ科3種(19)
ケプカホソクチゾウムシAPlO719"seopu6esrnsRoelof,1874は福良から記録さ

れていて（宮武,1973),現在でも県下で他の記録が見られない．

Family('urculionidaeゾウムシ科41種(263)
アルファルファタコゾウムシ〃ypempos""(G)･llellllal,1813)は洲本市緑町,津

名町，三原町，西淡町，五色町，一宮町と淡路島には多くの産地が知られている
(藤富,1990)のにもかかわらず県下の本州側では全く記録がない．同属のオオタ
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－

コゾウムシ"yPemPunctatus(Fal)ricius､1773)はごく最近神戸市，三田市に多く
見られているがこちらは現在日本では兵庫県産のみのようである．

ミスジマルゾウムシPh(Ifopholuso'"αII"Ro,･lof,.l汽丁:iも三原郡福原の記録が
あるが（宮武,1973)こちらも今の所県下での産はこれ以外知られていない．クス
アナアキゾウムシDyscEJ､usor･""I(IIIs(MotsぐhulHk,lH(ili)も洲本市先山（堀田,
1975）での記録以外県下での記録は見られない．

70.FamilyRhychophoridaeオサゾウムシ科4種(13)

71．FamilyScolytidaeキクイムシ科1種(47)

以上淡路島産の甲虫類として現在わかっているのは71科(jl(i種である．これに見合う

兵庫県産の種類は71科3,037種ということになる．現在華者の手元にまとめられている

兵庫県産甲虫類というのは113科3.199種（科数，種数が違うのは兵庫県には淡路島から

記録が無い科並びにそれに属する種がいるからである）．

前にものべたが兵庫県産甲虫類の約20％程度が淡路島から記録されていることになる

がこれらの数字は大変流動的であって調査が進めばさらに変化するであろうと考えられる.

ただ基本的にはこのような傾向は変わらないのかとも思われる．

淡路島の甲虫相概観

淡路島の甲虫相はその産出記録の数からだけ見た場合，面積が県全体の5状％位しかな
いことからすれば種類数は必ずしも少ないとは考えられないが，地上性の種，落葉下とか
に生息している種の調査が不充分だということはよくわかり，そういった方面の調査がで

きたらもつと種類数が増えるであろうことからすれば面積の割りからすれば甲虫類は結構
多くいるような印象を受ける．島内最高峰諭鶴羽山で海抜608m,常隆寺山で515111,先山
448mで見られるように高い山が無いことは森林性のものが大変少ないのではないか,例
えばカミキリムシ類のハナカミキリの仲間とかコメツキムシ科，オオキノコムシ科，ナガ

クチキムシ科，アカハネムシ科，ヒケナガゾウムシ科などの甲虫記録がほとんど見られな
い，反面周囲が海に囲まれていることから海浜性，砂地等に棲息する種が多いということ

も淡路島甲虫相の大きな特徴だと思われる．オオヒョウタンゴミムシとかシロスジコガネ，

スナゴミムシダマシ類などが豊富である．また全般からすれば南方系のものが多いようで

ある．セスジユミアシゴミムシダマシ，ヒラズケンセイ，フタイロカミキリモドキ,キイ
ロミヤマカミキリなどを産することでもうかがえる・

現在の兵庫県産甲虫類の中で淡路島からのみ記録のある種は37種である・
前にのべたように未調査のグループを調べればまだまだその産出数は増加してくるであ

ろうと思われるが，反面開発の方はかなりのスピードで進んでいる．特に海岸線の破壊は

ひどいようであり，そういった意味からすれば淡路島の甲虫相も変わりつつあるともいえ
そうである．

(たかはしとしお）
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